
令和４年度　文化芸術関係事業一覧 資料２－１
１　重点推進事業（教育・文化・生涯学習 プロジェクト）の一部

事業費(千円) 担当課

1 5,000 文化振興課

2 1,954 文化振興課

3 6,747 文化振興課

4 174,653 文化振興課

5 16,050 文化振興課

6 4,000 文化振興課

7 2,684 文化振興課

8 1,128 文化振興課

9 668 文化振興課

10 5,057 文化財課

11 87,950 文化財課

12 16,050 文化財課

13 4,382 文化財課

14 37,860 文化財課

15 1,100 学校教育課

16 4,064
まちづくり推
進課

17 3,000
中山義秀記念
文学館

アートによる文化振興
事業

　文化芸術活動による人づくりやまちづくりを推進するため、高校生を対象と
した演劇の講習会の開催するとともに、プロの劇団の滞在型活動の誘致を誘致
し、舞台づくりの過程を公開する。

東文化センター管理運
営事業

　文化芸術の発信及び活動拠点として、効果的・効率的な運営及び施設管理を
行うとともに、多彩な自主事業を企画・運営する。

文化芸術推進基本計画
策定事業

白河市文化芸術推進条例に基づき、市の文化芸術推進のための計画を策定す
る。

白河かるた作成事業
　小学生低学年でも遊び感覚で本市の歴史と伝統文化に触れ、楽しみながら郷
土愛を醸成することができる白河かるたを作成する。

中山義秀顕彰会運営事
業

　本市出身の芥川賞受賞作家である中山義秀の業績を称え、市民が文学に親し
み教養を高めるとともに、文化の薫り高い地域の発展と次世代の育成に資する
ため、顕彰会の事業に対し補助金を交付する。

小峰城歴史館特別企画
展開催事業

白河市の歴史文化を発信するため、特別企画展「松平定信と渋沢栄一展」を開
催する。

南湖公園史跡整備事業
　南湖公園史跡整備基本計画に基づき、歩行者が安心して散策することができ
る導線を確保するため、令和３年に引き続き、北東湖岸店舗群前に園路整備
（舗装等）を実施する。

白河の歴史文化再発見
事業

　小峰城等の史跡のほか、小峰城歴史館や中山義秀記念文学館の見学、松平定
信公の業績などの学習を通して、白河の歴史や文化について知識を深め、郷土
に対する愛着や誇りを醸成する。

芭蕉白河の関俳句賞
　市民に地域の文化的資源を再認識してもらうとともに文化力の向上を図り、
また、歴史、史跡を中心とした白河の魅力を全国にＰＲし、交流人口の増加に
繋げるため、全国から俳句を募集する。

清水門復元整備事業
　小峰城の価値を更に高めるため、本丸へ至る基本動線上の要となる場所に位
置した城内でも最大規模を誇った清水門の復元整備を年次計画で実施する。令
和４年度は実施設計を行う。

小峰城史跡整備事業
　小峰城整備基本計画に基づき、石垣管理に向けた基礎情報を得るため、石垣
の悉皆調査及び石垣カルテの作成を行う。また、震災後の石垣変動の有無を確
認するため、石垣動態観測を実施する。

ビャッコイ自生地植生
調査事業

　県指定天然記念物「ビャッコイ自生地」の価値をさらに高め、適切な保全、
継承を図るため、国指定天然記念物への指定に向けた植生調査等を実施する。

白河文化交流館（コミ
ネス）管理運営事業

　文化芸術の創造推進拠点として、効果的・効率的な運営及び施設管理を行う
とともに、多彩で質の高い自主事業を企画・運営する。また、文化芸術レベル
の向上と文化活動を通じた交流や人づくりを推進するため、コミネス交響楽団
やコミネス混声合唱団などの団体育成を行う。

文化振興補助事業
　市民の文化芸術活動の活性化を図るため、次世代の育成、文化レベルや技量
の向上などに資する取り組みに対して助成する。

文化団体連合会運営事
業

　市民の文化芸術活動の活性化を図るため、文化祭や芸能大会、美術展覧会等
を開催する連合会の事業に対して助成する。

事業名 事業の概要

風月の芸術祭（福島ビ
エンナーレin白河）開
催事業

　文化力の向上・発信、まちなかの活性化を図ることを目的に、だるまや狛犬
などの市内の歴史的資源を活用し、まちなかの商店街や寺院等に著名なアー
ティストによる現代アート作品を展示する芸術祭を開催する。

文化創造推進事業
　文化芸術の鑑賞、創造の機会を創出するため、文化芸術の発信拠点としての
役割を担うコミネスの委託事業として、歌舞伎俳優　坂東玉三郎「お話と素踊
り」および、NHK交響楽団メンバーによる公演を行う。


